
ま え が き

多くの日本人にとって外国語は，その昔，学習をした記憶が残

る気にかかる存在である。数学や理科で暗記した公式や化学式，

古文で学んだ古語を忘れてしまっていても，教科教育にものを申

す人は少ないが，英語科に対しては態度が一変する。

英語教育への批判は大変厳しいものがあり，8年間英語を学ん

でもなにも残ってはいないと，時にはその存在意義までも否定さ

れることがある。一部の知識人が苦言を呈するように，英語力の

向上は，国に繁栄をもたらし，人々を国際舞台へと導く道筋とな

るのであろうか。

外国語を母語のように運用するためには，目的に合わせた教授

法や学習法が必要であり，それを支えていくものは，ことばへの

情熱と学習を辛抱強く継続させる精神力である。

難関大学入試突破，留学目的，就職，学習者自身の努力で重い

扉を開く学習法に巡り会い，夢を叶えることができたかもしれな

い。しかし，一様に，失った英語の不満を口にする。

それは紛れもない真実で，彼らの作った雪のうさぎは，赤いナ

ンテンの眼を残して溶けてしまったのである。淡雪を与え，雪を

固め続けていかなければ，幻のうさぎに過ぎない。

ビジネス，外交，学術，文芸，これらで使用される外国語の獲
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はじめに

ある日，外国語の運用に迫られたとき，培われたはずの知識は

断片化，あるいは消滅しかかっている経験をした人は多いと思

う。長い時間と労力，さらに神経までもすり減らして，外国語教

育からなにを学んだのであろうか。再学習への方針も定めること

ができず，鬱々と悔しい思いが心の底から沸き上がる。

1980年代から，外国語を話すことのできる能力が産業界や教

育機関から求められてきたが，今日に至っても依然として，変わ

ることなく必要性が強調され続けている。�グローバル化�と銘

打ったかけ声と改革の緊急性が，連日のように聞こえてくる。そ

のため，一部の企業や大学では，公用語として外国語を導入し，

有無を言わせぬ運用が開始されている。また，日々の生活の中に

は，外国語学習を勧誘する書籍，番組，サービスなどが，時代の

流れと並行するように大量に提供され溢れている。

外国語学習は，単語を暗記して単語テストで定着を図り，文法

の練習問題を解くことが上達であると信じ，このことに疑念を抱

く人は少ないであろう。単語の意味を頼りにして，文法規則に

従って和訳しながら文章を読み進めていく。一旦，日本語で考え

てから暗記した単語を文法規則に当てはめて，文を作ることが学

習方法であると一般的に考えられてきた。

本書では，この古風で時代にそぐわない�常識�を学術的に再

考して，外国語が使いこなせるようになるための基本的な条件
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論的根拠としている習得・学習理論と指導理論の実証研究は，

Chunking and Instruction（いずれもひつじ書房）で詳述をしたの

で，必要以上の重複は控えることにする。また，意味，概念・心

的表象の獲得と思考や言語に対する論考は，本書での必要性を十

分認識してはいるが，執筆準備中であるため検討を加えていない

ことをお許しいただきたい。

学習者にとって，外国語を学ぶこの瞬間，その歳月は生涯に一

度きりで，�時�は刻み続け，後へ引き返すことはかなわない。本

書が，時間と記憶の繋がりを自覚するための一助となることを切

に願っている。

学習したはずの外国語は，なぜ，どこへ姿を消したのか，雪の

うさぎの行方を，遠い記憶を頼りに脳内へ探しに出かけよう。

2012年 10月

中森 誉之
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得に向けた，新たな学習を積んでいたのであろうか。外国語が使

えると，胸のうちを納得させる日は，いつ巡ってくるのか不確か

である。

本書は，人間と記憶のかかわりから，外国語が脳内でどのよう

な変化，変身を遂げていくのかを，最新の認知科学の知見を援用

しながら追跡していく。また，日本の環境下での外国語学習者に

寄り添った考察を心掛けることとする。

脳科学と外国語学習の関連については，今後も新しい発見や解

釈，修正が次々と提唱されると考えている。医学的な根拠を持つ

比較的安定した学説を基礎としたが，一つの可能性としてとらえ

てほしい。

本書の枠組みである言語学応用論は，言語を習得・学習，回復・

再学習する者の立場から，言語学の貢献を考究する新しい独自の

分野である。言語を獲得する上で生ずるさまたげや，諸課題を解

決するために，学習者の視点に立って言語学理論を援用する臨床

言語学の立場をとっている。その上で，学校教育臨床研究の精神

に則って，外国語学習のあり方を世に問うてみたい。したがっ

て，言語学理論（文法論）を，真理として高みから提供する一般的

な応用言語学とは，視座と姿勢が異なっている。

母語および外国語の音声，文字とつづり，語彙，構造，運用面

の習得過程や，発達段階の困難性の原因と解決策は，�学びのため

の英語学習理論�，4技能の獲得に向けた学習段階（レディネス）に

応じた具体論は，�学びのための英語指導理論�，これら和書の理
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的表象の獲得と思考や言語に対する論考は，本書での必要性を十

分認識してはいるが，執筆準備中であるため検討を加えていない

ことをお許しいただきたい。

学習者にとって，外国語を学ぶこの瞬間，その歳月は生涯に一

度きりで，�時�は刻み続け，後へ引き返すことはかなわない。本

書が，時間と記憶の繋がりを自覚するための一助となることを切
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れることがある。一部の知識人が苦言を呈するように，英語力の

向上は，国に繁栄をもたらし，人々を国際舞台へと導く道筋とな

るのであろうか。

外国語を母語のように運用するためには，目的に合わせた教授
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難関大学入試突破，留学目的，就職，学習者自身の努力で重い

扉を開く学習法に巡り会い，夢を叶えることができたかもしれな

い。しかし，一様に，失った英語の不満を口にする。

それは紛れもない真実で，彼らの作った雪のうさぎは，赤いナ

ンテンの眼を残して溶けてしまったのである。淡雪を与え，雪を

固め続けていかなければ，幻のうさぎに過ぎない。
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ある日，外国語の運用に迫られたとき，培われたはずの知識は

断片化，あるいは消滅しかかっている経験をした人は多いと思

う。長い時間と労力，さらに神経までもすり減らして，外国語教

育からなにを学んだのであろうか。再学習への方針も定めること

ができず，鬱々と悔しい思いが心の底から沸き上がる。

1980年代から，外国語を話すことのできる能力が産業界や教

育機関から求められてきたが，今日に至っても依然として，変わ

ることなく必要性が強調され続けている。�グローバル化�と銘

打ったかけ声と改革の緊急性が，連日のように聞こえてくる。そ

のため，一部の企業や大学では，公用語として外国語を導入し，

有無を言わせぬ運用が開始されている。また，日々の生活の中に

は，外国語学習を勧誘する書籍，番組，サービスなどが，時代の

流れと並行するように大量に提供され溢れている。

外国語学習は，単語を暗記して単語テストで定着を図り，文法

の練習問題を解くことが上達であると信じ，このことに疑念を抱

く人は少ないであろう。単語の意味を頼りにして，文法規則に

従って和訳しながら文章を読み進めていく。一旦，日本語で考え

てから暗記した単語を文法規則に当てはめて，文を作ることが学

習方法であると一般的に考えられてきた。

本書では，この古風で時代にそぐわない�常識�を学術的に再

考して，外国語が使いこなせるようになるための基本的な条件
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はじめに

ある日，外国語の運用に迫られたとき，培われたはずの知識は

断片化，あるいは消滅しかかっている経験をした人は多いと思

う。長い時間と労力，さらに神経までもすり減らして，外国語教

育からなにを学んだのであろうか。再学習への方針も定めること

ができず，鬱々と悔しい思いが心の底から沸き上がる。

1980年代から，外国語を話すことのできる能力が産業界や教

育機関から求められてきたが，今日に至っても依然として，変わ

ることなく必要性が強調され続けている。�グローバル化�と銘

打ったかけ声と改革の緊急性が，連日のように聞こえてくる。そ

のため，一部の企業や大学では，公用語として外国語を導入し，

有無を言わせぬ運用が開始されている。また，日々の生活の中に

は，外国語学習を勧誘する書籍，番組，サービスなどが，時代の

流れと並行するように大量に提供され溢れている。

外国語学習は，単語を暗記して単語テストで定着を図り，文法

の練習問題を解くことが上達であると信じ，このことに疑念を抱

く人は少ないであろう。単語の意味を頼りにして，文法規則に

従って和訳しながら文章を読み進めていく。一旦，日本語で考え

てから暗記した単語を文法規則に当てはめて，文を作ることが学

習方法であると一般的に考えられてきた。

本書では，この古風で時代にそぐわない�常識�を学術的に再

考して，外国語が使いこなせるようになるための基本的な条件
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